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呉巡検調査を振り返って その三 

 

具知瑛(グジヨン) 

 

今回の巡検は、海港都市研究センターからの誘いだということで深く考えずに承諾した

ものの、私は呉市のことも日本の軍港都市のことも全く知識がなかった。そのうえ、３年

ぶりの訪日で、入国審査からわずか３時間後には市役所でのインタビュー調査に同席する

ことになっていた。いわば、韓国語の世界から突然日本語の世界に飛び込むや否や、敗戦

直後における呉市のカオスの物語に引きずり込まれる羽目におちったのである。私にとっ

て、今回の巡検はこのように、他者でありなおかつ素人である者の目に映る戸惑いと疑問

から始まった。 

初日にお話を聞かせてくださったのは、1930 年生まれで呉市で 90 年以上生きてきた佐

藤康則氏と、大和ミュージアム元学芸員であった1960年生まれの道岡尚生氏であった。お

二人の語り方の対照性は非常に印象的であった。佐藤氏の語りはあたかも昨日の出来事の

ようにとても明瞭である一方で、道岡氏の語りには一貫してあいまいで複雑な感情が透け

て見られた。佐藤氏は、戦争中呉海軍工廠で働き、敗戦後イギリス海軍のウェイターや運

転手として10年ほど働いた後、日新製鋼に入社し定年まで勤めあげている。彼の語りは、

“昭和20年3月16日の第一の空襲の際に、〇〇人の同級生とで”といったように、徹頭

徹尾、日にち、場所、人数、風景、その時の感情までもが詳細に語られ、佐藤氏の年齢と

かさなってとても印象的であった。一方の道岡氏は、今は痕跡もない闇市、遊郭、ヤクザ

というキーワードで示されるような敗戦直後の呉市の無秩序な状態からはじまって、戦後

の経済難、朝鮮戦争を機とした経済復興、今年9月に予定されている日本製鉄の閉鎖に至

るまでの呉市のダイナミックな社会経済的変動についてお話いただいた。なかでも「平和」

を建前とする広島県の方針と一見して相いれない大和ミュージアムの建立プロセス、旧帝

国のノスタルジーを刺激するような「海軍文化」を観光資源とする呉市産業部のビジネス

戦略などに対する道岡氏の錯綜する思いが印象的だった。市産業部の對川氏によると、大

和ミュージアムにはパンデミックの以前には年間100万人から300万人までの来客が入っ

ていたという。コロナを経た今、インタビューを終えてホテルに帰ろうにもタクシーは拾

えず、仕方なく歩いた商店街は早くもシャッター街と化していた。 

二日目の午前に訪ねた大和ミュージアムには意外と家族連れの来客が多く、市役所で聞
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呉巡検調査を振り返って その四 

 

                                  濱田麻矢 

 

 一日遅れで呉巡検に向かう新幹線の中で、配布されていた資料から宮地嘉六「煤煙の臭

ひ」と菊村到「ああ江田島」（以上『ふるさと文学館』広島篇より）、そして中里恒子「蝶々」

を読んだ。それと昔に読んだ『この世界の片隅に』が私の事前予習の全てである（「蝶々」

は呉の話ではなさそうだったが）。 

都道府県ごとに文学作品をまとめた『ふるさと文学館』（ぎょうせい）は楽しい叢書で、

初めての土地に行く前にはできるだけ目を通しておくことにしている。目につくのは、旧

制高校を擁する地方都市（鹿児島や熊本、金沢など）はもれなく旧制高校生を好んで小説

の題材としており、彼らが繰り広げる人間関係の衝突や校外でのロマンチックラブ、自暴

自棄的な行動などが土地の風物描写としっかりと結び付けられていることだ。わたしが専

攻している中国現代文学には、元来蛮カラで破滅的な青春のエネルギーをとうとぶ創作は

なかったように思う。そうした感傷的な描写が好まれるようになったのは、六高にいた郭

沫若や八高に留学していた郁達夫に始まるのではないだろうか。 

海軍兵学校を描いた「ああ江田島」からは、旧制高校ものによく描かれている焦燥感を

もっと煮詰めてもっと破れかぶれにしたような感触を得た。不幸な家庭から遠く離れ、瀬

戸内海に浮かぶ島で激しい訓練を受ける青年たち。上級生からの過酷ないじめがあったか

と思うとそれは一転して濃密な友情に転じ、二人の青年がどこか浮世離れした教官の娘に

ほのかな思慕を抱く……。そして戦局が悪化すると、彼らは思いを口にすることもなく続々

と死地に向かっていく。由美子さん（教官の娘）はマドンナ的な存在だが、語りの主体で

ある兵学校生たちのホモソーシャルの関係をより際立たせるという役割を果たしている。 

さて、呉を実際に歩いてみると、予想以上に「海軍さんの街」という意識がこのまちを

支えていることにちょっとたじろいでしまった。『この街の片隅に』のブームがあったにせ

よ、旧制高校よりもずっと強い生命力を保っているように見える。 

 最終日、ひとり遅れて大和ミュージアムにゆき、特別展示の「海軍を描いた作家」を時

間をかけてじっくり観た。撮影が不可だったのが残念だったけれども、「極端な平和主義に

対するアンチテーゼとしての海軍文学（大意）」というキャプションが気になり、ミュージ

アムショップで吉田満『戦艦大和ノ最期』（講談社学藝文庫）を買って帰りの新幹線に乗っ
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いた来客の規模に関する話を実感した。常設展示は軍艦「大和」の造船する科学技術、造

船や製鉄など戦後日本の経済成長を支えた呉市の技術に焦点が当てられていた。そこに証

言者として佐藤氏の映像が流れていた1。午後には呉港で艦船めぐりをし、私は 2020 年か

らの世界的な激変を思い出しながら隣国の海軍施設を複雑な気持ちで眺めていた。  

三日目は夕食のために訪ねたカキ船の女将さん(53 歳)が呉の過去と現在について話し

てくれた。戦前海軍で砲台作っていた女将さんの祖父は、誇りに思っていた自分の仕事が、

戦後人を殺すためのモノということで恥になったこと、経済的に窮境な生活を送った日々、

ヤクザが維持した街の秩序などを彼女自身の立場から複雑なことを複雑なままに語ってく

れた。また、政治経済的に浮き沈みの激しかった呉市でカキ船を経営することの誇りと、

日本製鉄呉工場の閉鎖によって若者が去っていく未来に関する不安などについての語りか

らは、彼女の愛郷心を感じ取ることができた。彼女の語りを聞きながら、私は初日にお話

をうかがったお二人に感じた疑問に一つの解を得たような気がした。佐藤氏が継続して取

り組んでこられた「戦争証言」が固定的であることと、それを時代のなかで不断に再解釈

しながら次世代に継承していく立場の道岡氏の語りが茫漠とした曖昧さを有していること

は、おそらくごく当たり前のことなのだろう。 

基幹産業である日本製鉄の閉鎖後、この町はどうなっていくのだろうか。日本製鉄関連

で働いていた3千人ほどの人々は、今後いったいどこに流れていくのだろう。今回の巡検

を終えてから思い出した。私の研究の原点があるとするならば、かつてこの海港都市研究

センターの先生方と一緒に歩いた東アジアの様々な海港都市にあることを。 

 

(韓国海洋大学) 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 佐藤氏の証言は、『NHK戦争証言アーカイブス』の特集番組「巨大戦艦大和～乗組員たちが見つめた生

と死」のうち、「海軍工廠で勤労動員の日々」というタイトルで掲載されている。

https://www2.nhk.or.jp/archives/shogenarchives/shogen/movie.cgi?das_id=D0001150116_00000 


